
路線バス事業者間での
「シームレス化」をキーとした
利便性・生産性向上事例紹介

神戸市交通局 児玉 健
２０２２年１１月２０日

第11回 くらしの足をみんなで考える全国フォーラム２０２２・話題提供



◆児玉 健（こだま けん）

◆平成１０（1998）年３月

京都バス株式会社に入社

「ダイヤ」 「運賃制度」「事故処理」

「広報」「行政関連事務」「教育」

「整備」「運行管理」「運転」

◆令和元（2019）年１１月

神戸市交通局に移り、突如公務員に

令和２（2020）年４月から現職



• 京都市街北東部、西部と市内中心部
を結ぶ拠点間輸送からスタート

• 輸送需要の中心は京都市バスエリア
に集積

• 「洛北」「嵯峨嵐山」方面の観光客輸送
• 左京・右京方面の通勤通学輸送、京都産業
大学通学輸送

• 京都市左京区北部の山間路線を運行

輸送人員の８割が
京都市バスとの競合

京都バスの営業環境

かつては
熾烈な
競争関係

京都市域における

出典：外国人観光客に向けた公共交通案内情報の共通化を目指した取り組み指針（2018，京都市）
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京都バス ３２千人／日 全体の ７．０％
京都市バス ３６８千人／日 全体の８０．７％
京都市域全体のバス利用者 ４５６千人／日
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京都市内・地下鉄延伸やＪＲ複線化など鉄道整備進行

地下鉄延伸、
ＪＲ駅開業影響

地下鉄延伸
影響

地下鉄延伸、
ＪＲ駅開業影響

地下鉄延伸
影響

バスの事業環境が非常に厳しい状況に！

輸送人員推移 （2000～2019） 運輸収入推移 （2000～2019）

シームレス化
スタート2014年

シームレス化
スタート2014年



バス利用者として…

6

漫然５分

必死１５分

３４０円
初発6:46
終発22:10
２便／時（日中）

３６０円
初発6:15
終発23:12
４便／時（日中）

自宅



値段が高い・家から遠い
でも

本数が多い・始発が早く終発が遅い

本数が少ない・始発が遅く終発が早い
でも

値段が安い・家から近い
7



市バスの定期券を持って
いるので、同じ行先でも
京都バスには乗れない

同じ行先の市バスと京都
バスが、違うのりばから

発車するので、
どちらにするか迷う

運賃を払う側が
バスサービスに気をつかう…

普通の商業ベースでは、
ありえないようなサービス設計じゃないのか…



「シームレス」
きっかけは

「均一運賃区間拡大」

9

：均一運賃区間

上賀茂神社前

一乗寺
高槻町

一乗寺
清水町

栂ノ尾
高橋南 京都産大前 岩倉操車場前

高　雄 玄　琢
西賀茂
車庫前

福王子

一乗寺
地蔵本町

一乗寺
木ノ本町

大覚寺 山越中町

原　谷

梅ケ畑
清水町

松ヶ崎
海尻町

修学院道

立命館
大学前

嵯　峨
小学校前

常　盤・＠＠
嵯峨野高校前

北白川
仕伏町

嵐　山 帷子ノ辻

均一運賃区間
銀閣寺前

松　尾
大社前

松尾橋

神宮道
鈴虫寺・
苔寺道

桂川
小学校前桂

坂
地
域 千代原口 西京極 五条坂

Ｓ43.1.16～
(運賃２３０円)

　

　

　
　
　
　

　

上終町・瓜生山学園
京都芸術大学前

京都市域バス均一運賃区間拡大の進捗

【上賀茂・西賀茂地域】

平成２９年３月拡大
○京都バス・市バス
○運賃（当時）：１６０円～２３０円

【嵯峨・嵐山地域】

平成２６年３月拡大
○京都バス・市バス
○運賃（当時）：
１９０円～２７０円

【高雄地域】

令和３年３月拡大
〇西日本ＪＲバス

・市バス
〇運賃（当時）：
１６０円～５３０円

【岩倉・修学院地域】

平成２８年３月拡大
○京都バス・市バス
○運賃（当時）：１６０円～２３０円



運賃制度「シームレス」

均一運賃区間の拡大（平成２６（2014）年～）

「バス一日券」（平成２６（2014）年３月～）

６００円（当初５００円）で均一運賃区間の市バス・京都バスに乗車可能
現在は市バス・京都バス・西日本ＪＲバスが利用出来、７００円

定期券サービスの共通化（平成２９（2017）年４月～）

市バス・京都バス共通「ＩＣＯＣＡフリー定期券」
「共通ＩＣサービス」「共通回数券」制度に加え、均一運賃区間で双方のバス
に乗れる定期券を発売開始

企画券・定期券の制度を共通化

現在、
「バス一日券」「ＩＣＯＣＡフリー定期券」とも、

西日本ＪＲバスでも共通利用可！



平成３１（2019）年春、市バス・京都バスのほぼ全ての運賃制度が同一に！

「トラフィカ京カード」
は令和5（2023）年春
サービス終了予定



市バス＆京都バスのダイヤを連携

ダイヤを事前調整

同じダイヤ改正日

共同してＰＲ
◆市バス
◆京都バス
◆地下鉄
車内に掲出

京都駅のりばを統一
（平成３０（2018）年３月）

運行ダイヤ「シームレス」



赤枠は、京都バスの
快速系統通過停留所

同じルートで「快速」「各停」の役割分担

京都市バス
１１号系統

太秦天神川駅方面
～四条烏丸間、各停運転

京都バス
快速系統

太秦天神川駅方面
～四条烏丸間、快速運転



市バス＆京都バスの案内を連携

市バス・バス車内案内モニタ 京都バス・バス車内案内モニタ

「見たことある！」「知ってる！」は、安心感（＝認知）

案内の「シームレス」
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３便／時

２便／時

同一区間の
移動なのに

の定期券が

しか使えない
なら

「使える」バスは

は選択対象にならない

「シームレス」の効用



16

同一区間の
移動なのに

の定期券が

どっちも使えるなら

「使える」バスは

「シームレス」の効用

５便／時もある！

５便／時



神戸でも「シームレス」 令和３（20２１）年４月スタート
神戸市バス＋神姫バス ＩＣ定期券共用化



定期券共用化＝乗車チャンス増加！（神戸市）
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かすがプラザ前

市バス・平日 29便 神姫バス・平日 92便

西神中央駅

市バス ２９便

神姫バス ９２便

合計１２１便

乗車可能！！
共通利用開始時点



「シームレス」が創る未来

19

バス輸送サービスが
でも でもなく

なら、利便性ＵＰ
乗車チャンス

増！

輸送効率
快適性
向上！

資本の
有効活用！

乗客囲い込み
利益の最大化 競争

公共交通回帰
シェアの回復 協調

おでかけ創出
資源有効活用 共創
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